
新年のご挨拶

　令和7年年頭にあたり、一言ご挨拶申し上げます。

　昨年は、MLBの大谷・山本選手擁するドジャースのワールドシリーズ優
勝と大谷選手のMVP獲得、パリ五輪での日本選手のメダルラッシュで、大
いに日本が鼓舞された1年でした。
　世界に目を向ければ、ウクライナや中東紛争は長期混迷化し、本年年始に
は米国大統領が交代するなど、世界の社会経済情勢は先行き不透明でありま
す。
　国内では、昨秋の衆院総選挙で与党が大敗、野党がキャスティングボード
を握り、「103万円の壁」が政策課題として大きくクローズアップされました。
　また、賃上げや雇用状況の改善が見られる一方、少子高齢化による働く世
代の減少、団塊世代すべてが後期高齢者となる2025年問題が指摘され、不
動産市場においても、価格高騰、空き家の増加など課題が山積しております。
　こうしたなか、本会では各種政策要望を行い、昨年6月に国土交通省より
公表された「不動産業による空き家対策推進プログラム」により、低額物件
の売買の媒介報酬の引上げ、長期空き家等の貸主からの報酬上限の引上げ、
空き家管理受託のガイドライン策定、媒介業務に含まれないコンサルティン
グ業務の促進などが示され、会員の皆様からのご要望や期待に沿うことがで
きました。
　同プログラムにおいては空き家対策推進のため、所有者等への相談体制の
強化や担い手育成、地方公共団体との連携を掲げております。こうしたこと
から、本会においても、空き家対策推進プロジェクトチームを設置し、全国
の宅建協会の相談窓口体制の整備、担い手育成の研修などを実施していくと
ともに、宅建協会の空家等管理活用支援法人への指定を推進し、空き家対策
に注力して参ります。
　また、本年の税制改正要望では、本会が創設に尽力した低未利用地の100
万円特別控除の適用期限延長をはじめ、住宅ローン減税制度の拡充、空き家
解消のための各種税制措置などを行っていくよう活動を展開して参ります。
　さらに、会員業務支援サイト「ハトサポ」をいっそう充実させ、会員の皆
様が使いやすい不動産DXツールの提供に努めて参ります。
　本年は4月から半年にわたり大阪・関西万博が開催され、9月には世界陸
上が東京で開催されるなど国際的イベントが目白押しです。万博のコンセプ
トは、「未来社会を共創」です。
　我々、ハトマーク・グループの力を結集して、山積する課題を克服し、未
来社会を共創すべく、ビジョンで掲げている「みんなを笑顔にする」ため、
頑張って参ります。
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ハトマーク・グループは、
皆様と共に笑顔を創ります！


